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.  ‐～  一生懸命なご家族と共に在宅

拿ぴ撃肇貨ダ1穐‰1轟tl‐墳儡魏編Lρ
た、悔いはない。」という言芋に ,1ヽ■ぼ―畢尋製十,_ 家族と共に適きこえiタガ法Lk報われたように感じていま魂 1拠直色進当LL」垣 も費豊な時簡だらたと話まヽ抗

老健 だよ り

聯細かも配で預けた力ヽ 面会
力X'きない今、最期は自宅で一緒
に過ごしたい。」というご家族の想
いを達成できるよう支援しようと

在宅チーム全員で協力しました。
自宅へ帰られ、ご家族への感謝を

期 するじへ人のおちゃめな効
を見て、ほっこりしました。

皓颯嘔凸珀冬

コロナ禍でコミュニ

ケーションが少ない

中、言葉となっていな
いその「想い」を大き
くし、繋いで行くよう
厳 しました。 .
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ご家族が不安にならない

ような生活の提案と在宅ケ
アマネジャーヘの情報提供
を密に行い、協働を図りまし
た。ご本人は家を感じ、家族
の思いも叶えられ、とても温
かな気持ちになりました。
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項
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沢
山
使
っ
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新
満
の
郷
土
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っ
ぺ
い
汁
』を
ご
紹
介
し
ま
す
。

調
理
科
の
立
案
企
画
に
よ
る
も
の
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用
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に
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下
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を
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ら
水
に
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し
て
お
く
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入
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入
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空
気
も
乾
燥
し
や
す
い
冬
場
で
す
が
、お
口
の
中
も
乾
燥
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

そ
れ
は
唾
液
の
分
泌
が
少
な
く
な
っ
た
つ」と
に
よ
る
、
口
腔

乾
燥
症
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

唾
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に
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を
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す
る
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な
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が
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に
１
～

‐
・２
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し

加
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な
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々
の
原
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に
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っ
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唾
液
の
分
泌
量
は
減
少

し
、
口
腔
乾
燥
を
引
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起

，ヽ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

唾
液
の
分
泌
を
増
や
す
に
は
、食
事
中
に
よ
く
噛
む
つヽ
と
や
、舌
の

運
動
を
す
る
ワ」と
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、唾
液
腺
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す

る
こ
と
で
も
唾
液
の
分
泌
が
促
進
さ
れ
ま
す
。食
事
前
に
行
う
と
口
も

潤
い
、飲
み
込
み
も
良
く
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
下
さ
Ｌ

①口を開l大 子を
できるだけ出現

②上唇を舌で触る
ように上に持ち
上げる。
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脊
紳
３
年
度
に
は
く
ぶ
懸
域
で
初
め
て
介
護
保

颯
攀
構
を
さ
れ
た
方
鐘
年
間
で
鴨
名
で
す
。高
機

警
人
額
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、新
規

申
議
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数
は
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ば
い
で
推
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し
て
い
ま
す
。
そ
れ
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そ
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で
、
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気
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者
が
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て
い
る
と
も
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え
ま
す
。
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の
人
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が
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で
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っ
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を
お
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■呼吸器疾患

□悪性新生物
□認知症
□′ミ疾患
□整形疾患
国人腿骨頸部骨折

□脳血管疾患

詳
細
は
グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
が
、

７０
ォ
台
で
多
い

の
が
脳
血
管
疾
患
で
、
他
の
年
代
よ
り
も
多
い
で

す
。
齢
オ
台
で
は
認
知
症
が
多
く
、
ま
た
、
腰
や
膝

痛
と
い
っ
た
整
形
疾
患
が
多
い
で
す
。申
請
す
る
年

齢
は
鋳
オ
台
が
最
多
で
、

蛉
聯
４
年
の

９発
表
で
、

平
均
寿
命
が
山
形
県
男
性
０
。歳
、女
性
６
．歳
と
い

，
年
総
と
、申
請
年
齢
が
近
い
事
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
か
ら
、
要
介
護
状
態
の
期
間
は
短
い
と
言

え
ま
す
が
、
一
方
で
７０
ォ
台
の
脳
血
管
疾
患
は
そ

の
後
の
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
と
い
っ
た
妥
介
護
の
状
態

が
１０
年
以
上
も
続
く

，ヽ
と
に
な
り
ま
す
。
認
知
症

も
症
状
が
出
る
ま
で
に
は
２０
年
か
か
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
誰
し
も
が
何
ら
か
の
病
気
に
な
り
最
期

の
時
熾
を
迎
え
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

生
き
続
け
る
為
に
も
日
常
生
活
の
積
み
重
ね
が

大
切
で
あ
る
うヽ
と
は
確
か
で
す
。
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